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＜連絡事項＞
●CSセットについて
　10/1～、料金やオプション変更があり、パンフレット新しいものになっています。
　入院対応するスタッフは、10/1までの間は古いものと新しいものをお渡しし案内するように
　お願いします。

・転出許可がでた際には、記録を管理者(転出先も)へ報告とばすようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・長根　瞳様～左膝創部の掻痒感あり。搔きむしる。本日よりテラマイシン軟膏＋ガーゼ保護と、
四肢拘束は両手交互に上下のローテーションで継続指示。

・今　和彦様～朝血糖値が低めで経過している事主治医へ報告。
明日から決め打ちランタス6→4Eに変更指示。

・東海林　紀子様～9/11　11：00自宅退院。初外来　10/7　11：00予約済み。

・長内　富希様～夜間帯に転倒。頭部ＣＴの結果、異常所見なし。本日より、内服は中止しロナセンテープ開始となる。またご家族より連絡あり、今後は経管栄養希望せず点滴のみの対応を希望との事。
　　　　　　　　ADL低下あり、本日よりオムツプラン②→①へ変更。

・常前　篤子様～夜間帯に転倒。頭部ＣＴの結果、異常所見なし。家族連絡済。

＜皮膚科診察情報＞
・磯島　茜様～終診。ミノマイシン内服飲み切り中止。

[bookmark: _GoBack]・小笠原　久年様～左足底鶏眼剪除。テラマイシン軟膏+ガーゼ処置。

・坂田　輝様～肛門～陰部発赤・湿潤・びらんあり。急性皮膚炎。エキザルベ塗布。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察の指示あり。開放中介助にて口腔ケア実施。その後他室侵入繰り返し、早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時対応穏やか。妄想言動聞かれない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・平山　敬之様～終日隔離中。9:00～16:00開放観察。開放中自室で電子機器を使い過ごす。対面時スタッフ対応穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。バイタル著変なし。床上にて体動活発だが危険行為は見られない。身体拘束部位皮膚トラブル・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。創部の掻痒感訴え大声で泣き叫ぶ。不穏時服用している。その後穏やかに話しかけあるも、再び大声で叫びだす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜入院患者様情報＞
氏　　名：赤松　あゆ美様（あかまつ　あゆみ）
　生年月日：昭和62年9月29日(38歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：女性
　診 察 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット9号室

　＜経過＞
　階上町にて同胞３人中第３子として出生。もともと明るい性格で中学１年時に八戸市に転居。
中学校を卒業後は進学せず自宅で過ごしていた。17才ごろに親の商売の手伝いや飲食店などのア
ルバイトをして過ごしていた。その後は就職せず自宅で家事手伝いをしている。現在実母
、義父と３人暮らし。平成１７年（18才）ごろから親友に裏切られた事をきっかけに不安感、恐
怖感、脱力感、不眠が出現。新井田メディカルクリニックを受診し、うつ病、パニック障害、強
迫性障害の診断となり服薬開始となったが、改善みられず数回のみの通院で終了。
平成22年9月ごろ、急に眩暈が出現。そのまますぐに不安や恐怖感が再燃し、脱力感や不眠が
再燃したことから平成23年10月17日さくら病院初診となる。当初は双極スペクトラム障害の
診断であるが服薬も自己調整。通院も不定期であった。過食嘔吐を繰り返したり、アルコール
摂取量も多く、平成26年7月4日～10月7日さくら病院にアルコール依存症の加療目的で入院。
平成28年7月19日受診を最後に通院自己中断。平成28年12月9日急性水苑で青森労災病院に
入院。平成29年2月23日にさくら病院再来受診。その後は定期通院となった。幻覚妄想を呈した
事もあり同院では統合失調症の診断となった。その後は青森労災病院へ急性膵炎のため入院加療を
行っている。平成30年11月20日通院の都合でさくら病院より八戸赤十字病院へ紹介され治療を
行っていた。令和4年当時交際していた彼氏との子を妊娠し、令和5年6月15日に出産。妊娠中
は完全に断酒ができていたが、同年9月6日に児が乳幼児突然死症候群で他界して以降飲酒を再開
し徐々に飲酒量が増加した。当院へアルコール治療目的の入院加療の勧めありR6年１２月19日初
診。通院にて減酒治療開始。交際相手が北上在住であるが実家との行き来を行っていた。R8年8月
２６日、飲酒後の店頭にて八戸市立市民病院へ救急搬送され入院加療開始している。９月2日頃よ
り夜間大声で叫ぶ事があり、指示動作困難な状況にある。当院での専門的治療のため本日東病棟
Ａユニットへ　入院となる。
